








氏 名・（ 本 籍 地 ）
学 位 の 種 類
学 位 記 の 番 号
学 位 授 与 の 日 付
学 位 論 文 題 目
論 文 審 査 委 員
本論文は養鸕徹定（以下「徹定」）の『闢邪管見録』を中心に据えて近代仏教における特徴の一つであ
る排耶論を考察するものである。第１章では数少ない先行研究を精査し , 従来の排耶論研究を概観し , そ
のうえで論者の研究方法を確定する綿密な論述がなされている。まず従来の研究における視点として三つ
を挙げる。まず仏教とキリスト教を対比する比較（思想）史研究 , 次にキリスト教の立場からの歴史認識




































がらも , 本論文はきわめて独創性の高いものとなっている。とりわけ ,「耶蘇」とは何かという概念把握
もきわめて明確であり , 独創的な理解であり , 学会への問題提起としても評価できる。
ただし , 姉崎正治の宗教研究からヒント得て ,「耶蘇」とは社会状況への不安がもたらした「胡乱なるもの」
が投影したものであり , キリスト教ではないとするが , そのような社会を阻害する要因を含めて制度化さ
れた宗教は存在するのであり , また多くの場合にある宗教が排撃されるのは教義の側面より , その社会的






また , 本論文では徹定の排耶論を「史的排耶論」と規定する点も独創的である。その根拠として , 儒学
における歴史認識を探究し , 荻生徂徠などの江戸期の古学の歴史理解に注目し ,「儒者」としての徹定イ
メージを浮かび上がらせ , 儒学における歴史認識を吉川幸次郎などの理論を援用して理論補強するなど ,
仏教学において今まで採られなかった方法を試みていることも独創的であり , 評価できる。ただし , やや














文明開化への当時の日本の知識人の反応をきちんと洞察している点が評価された。ただし , 欲をいえば ,
その理解をさらに深めるためには西洋における近世〜近代のキリスト教の歴史認識と神学のテーマも視野
に入れておけば , さらに洞察が深くなったであろう。
最後に , 本論文が仏教学研究科に提出されたが , その論旨からいえば , 他の宗教学あるいは歴史学の領
域の論文として評価される点が多々ある。それゆえ , 仏教学の論文としては異彩を放つが , そのことを仏
教学の無視と評価せずに , さまざまな学際的研究への通路を択くものと評価したい。審査委員からも , こ
のような学際的研究のプロジェクトを組織するように要請があったのも , 本論文が従来の仏教学の領域を
超えるもので , 学位に値するとの高い評価につながる。
九
